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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公開番号】特開2019-69021(P2019-69021A)
【公開日】令和1年5月9日(2019.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2019-017
【出願番号】特願2017-196805(P2017-196805)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月22日(2021.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシンであって、
　導出が許容される表示結果を決定する事前決定手段と、
　表示結果を導出させるために操作される導出操作手段と、
　複数種類の発光部と、
　所定表示結果の導出が許容され、且つ報知条件が成立したときに、前記複数種類の発光
部を用いて該所定表示結果を導出させるための前記導出操作手段の操作態様である特定操
作態様を報知する操作態様報知手段とを備え、
　前記特定操作態様は、前記導出操作手段が第１態様で操作された後に、前記導出操作手
段が第２態様で操作される操作態様であり、
　前記複数種類の発光部は、第１発光部と、第２発光部とを含み、
　前記操作態様報知手段は、前記第１態様での操作を報知するときに前記第１発光部を発
光させ、前記第２態様での操作を報知するときに前記第２発光部を発光させ、
　前記特定操作態様が報知され、且つ該特定操作態様で前記導出操作手段が操作された結
果として前記所定表示結果が導出されたときに、前記第１発光部と前記第２発光部とを発
光させる導出報知手段を更に備え、
　前記第１発光部と前記第２発光部とは、それぞれ複数種類の発光色で発光可能であり、
　前記所定表示結果は複数種類設けられ、
　前記導出報知手段は、導出された前記所定表示結果の種類に応じた発光色で前記第１発
光部と前記第２発光部とを発光させる、スロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（１）上記目的を達成するため、本発明に係るスロットマシンは、
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　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部（例えば、リール２
Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシン（例えば、スロットマ
シン１）であって、
　導出が許容される表示結果を決定する事前決定手段（例えば、メイン制御部４１が実行
する内部抽選処理）と、
　表示結果を導出させるために操作される導出操作手段（例えば、ストップスイッチ８Ｌ
、８Ｃ、８Ｒ）と、
　複数種類の発光部（例えば、停止ナビ用ランプ５７Ｌ、５７Ｃ、５７Ｒ）と、
　所定表示結果の導出が許容され（例えば、ナビ対象役に内部当選し）、且つ報知条件が
成立したときに（例えば、ＡＴに制御中であるときに）、前記複数種類の発光部を用いて
該所定表示結果を導出させるための前記導出操作手段の操作態様である特定操作態様（例
えば、正解押し順）を報知する操作態様報知手段（例えば、サブ制御部９１が実行するス
テップＳ１０１～Ｓ１１５の処理）とを備え、
　前記特定操作態様は、前記導出操作手段が第１態様で操作（例えば、正解押し順の第１
停止操作）された後に、前記導出操作手段が第２態様（例えば、正解押し順の第２停止操
作）で操作される操作態様であり（例えば、正解押し順が第１停止操作および第２停止操
作についての正解押し順であり）、
　前記複数種類の発光部は、第１発光部（例えば、左停止ナビ用ランプ５７Ｌ、中停止ナ
ビ用ランプ５７Ｃ、右停止ナビ用ランプ５７Ｒ）と、第２発光部（例えば、左停止ナビ用
ランプ５７Ｌ以外の停止ナビ用ランプ５７Ｃ、５７Ｒ、中停止ナビ用ランプ５７Ｃ以外の
停止ナビ用ランプ５７Ｌ、５７Ｒ、右停止ナビ用ランプ５７Ｒ以外の停止ナビ用ランプ５
７Ｌ、５７Ｃ）とを含み、
　前記操作態様報知手段は、前記第１態様での操作を報知するときに前記第１発光部を発
光させ、前記第２態様での操作を報知するときに前記第２発光部を発光させ（例えば、サ
ブ制御部９１がステップＳ１０６、Ｓ１１０、Ｓ１１４、Ｓ１５１～Ｓ１５５の処理を実
行し）、
　前記特定操作態様が報知され、且つ該特定操作態様で前記導出操作手段が操作された結
果として前記所定表示結果が導出されたときに、前記第１発光部と前記第２発光部とを発
光させる導出報知手段（例えば、サブ制御部９１が実行するステップＳ１１７の処理）を
更に備え、
　前記第１発光部と前記第２発光部とは、それぞれ複数種類の発光色で発光可能であり、
　前記所定表示結果は複数種類設けられ、
　前記導出報知手段は、導出された前記所定表示結果の種類に応じた発光色で前記第１発
光部と前記第２発光部とを発光させる。
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